
明
確
な
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に

経
済
の
地
域
内
循
環
を
展
開
す
る

「日本最後の清流」と呼ばれる四万十川は、高知県西部を
南北に大きく蛇行しながら、東から西に流れている。その
中流域に広がっているのが四万十町。そこを拠点とする株
式会社四万十ドラマは、産品開発から交流事業、人材育成
事業にいたる幅広い事業を展開して、全国的に有名になっ
た。今回はこの四万十ドラマの成功の秘密を紹介する。

『四万十川』。「日本最後の清流」と呼ばれ、高知県西部を東から西に大きく蛇行し
ながら流れる
ラフティングはカヌーと並んで四万十川の代表的なレジャースポーツ
『しまんと紅茶RED』。㈱四万十ドラマの人気商品。40年以上前に四万十川流域で
作られていた紅茶を復活させたのもの
JR予土線のトロッコ列車は、列車の最後尾にトロッコを連結したもので、ユニーク
な展望車として人気が高い
四万十町十和地区は日本におけるこいのぼりの川渡しの発祥の地。毎年、4月中旬
から5月中旬にかけて色とりどりのこいのぼり約500匹が四万十川に渡される
中山間での産業のつくり方や商品開発の方法などを学ぶことができる㈱四万十ド
ラマの「リバーセミナー」
四万十町窪川地区の興津・志和の磯は高知県でも有数の磯釣りポイント
『一斗俵沈下橋』。四万十川流域に無数に架かる沈下橋のひとつ。欄干がないのは
増水時に水面下に没して洪水になることを防ぐため

【写真】

明
確
な
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に

経
済
の
地
域
内
循
環
を
展
開
す
る



　

高
知
県
の
西
部
「
日
本
最
後
の
清
流
・

四
万
十
川
」
の
中
流
域
に
広
が
り
、
県
内

最
大
の
面
積
を
持
つ
の
が
四
万
十
町
だ
。

　

昨
年
の
12
月
、
高
知
自
動
車
道
が
延
伸

し
て
四
万
十
町
役
場
ま
で
は
高
知
市
か
ら

車
で
約
1
時
間
半
の
距
離
と
な
っ
た
。

　

平
成
18
年
に
窪
川
町
・
大
正
町
・
十
和
村

が
合
併
し
て
四
万
十
町
が
誕
生
し
た
。
役

場
の
あ
る
旧
窪
川
町
か
ら
、
四
万
十
川
に

沿
っ
て
西
へ
約
40
分
の
旧
十
和
村
に
道
の

駅
「
四
万
十
と
お
わ
」が
あ
る
。瓦
屋
根
の

純
和
風
の
商
家
を
思
わ
せ
る
木
造
り
の
駅

舎
で
、
裏
手
に
は
四
万
十
川
が
ゆ
っ
た
り

と
流
れ
る
美
し
い
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
を
拠
点
と
し
て
い
る
の
が
株
式
会

社
四
万
十
ド
ラ
マ
だ
。
四
万
十
ド
ラ
マ
は

平
成
6
年
に
、
四
万
十
川
流
域
町
村
（
旧

大
正
町
・
十
和
村
・
西
土
佐
村
）
の
出
資

に
よ
る
第
3
セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
平
成
17
年
に
近
隣
住
民
に

株
式
を
売
却
し
て
、
住
民
株
主
の
株
式
会

社
と
な
っ
た
。
平
成
19
年
か
ら
は
指
定
管

理
者
と
し
て
道
の
駅
「
四
万
十
と
お
わ
」

の
運
営
を
行
い
な
が
ら
、
主
に
商
品
開
発

や
販
売
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
私
た
ち
は
商
社
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と
総
務
部
長
の
森も

り

岡お
か
こ
う孝

治じ

さ
ん
は
言
う
。

　
「
た
だ
し
、
た
だ
単
に
地
域
産
品
を
仕
入

れ
て
売
る
と
い
う
商
社
で
は
な
く
、
1
次

産
業
の
保
護
・
再
生
か
ら
3
次
産
業
に
お
け

る
販
路
開
拓
ま
で
を
担
い
地
域
経
済
の
循

環
を
目
指
す
地
域
商
社
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

四
万
十
川
中
流
域
は
、
川
と
人
の
暮
ら

し
が
最
も
「
近
い
」
地
域
。
そ
の
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
の
は
四
万
十
川
の
自
然
環

境
を
保
全
し
な
が
ら
活
用
す
る
こ
と
だ
と

言
う
。
目
指
し
て
い
る
の
は
「
四
万
十
川

に
負
担
を
か
け
な
い
も
の
づ
く
り
」。

　

道
の
駅
「
四
万
十
と
お
わ
」
は
平
成
19

年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
四
万
十
ド
ラ
マ
が

指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る
。
地
産
地

消
、
交
流
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
地

元
の
生
産
者
や
加
工
グ
ル
ー
プ
の
出
荷
場

と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
並
ぶ
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
は
60
品
目
に
も
上
る
。
併
設
す
る

「
と
お
わ
食
堂
」
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
の

ほ
か
に
四
万
十
川
の
天
然
鮎
、
川
エ
ビ
や

「
四
万
十
ポ
ー
ク
」
な
ど
、
地
元
食
材
に

こ
だ
わ
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
。

　

平
成
24
年
3
月
で
来
場
者
数
が
70
万
人

　

つ
ま
り
、
四
万

十
川
流
域
の
地
域

資
源
を
発
掘
し
、

見
直
し
な
が
ら
新

し
い
価
値
観
を
生

み
出
し
、
そ
れ
が

世
の
中
を
循
環
し

て
最
後
に
は
地
元

に
着
地
す
る
と
い

う
「
地
元
発
着
型

産
業
」
の
創
出
で

あ
る
。

　

現
在
の
事
業
は

商
品
開
発
の
み
な

ら
ず
、
生
産
現
場

の
保
全
・
再
生
、

1
．5
次
加
工
場
、

流
通
開
発
、
道
の

駅
運
営
、
観
光
開

発
、
人
材
育
成
な

ど
広
範
囲
に
わ
た

る（
下
図
参
照
）。

上：道の駅「四万十とおわ」の純和風の商家を思わせる外観
下：道の駅「四万十とおわ」駅舎内部。地域の産品が並ぶ

株式会社 四万十ドラマ
総務部長  森岡 孝治さん
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プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

地
元
発
着
型
産
業
を
創
出

全
国
に
広
が
る「
四
万
十
方
式
」



株式会社 四万十ドラマ
代表取締役社長  畦地 履正さん

常
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
観
光
資
源
と
す

る
も
の
。
そ
の
他
「
四
万
十
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
と
い
う
四
万
十
川
の
プ
ロ
ガ
イ
ド

の
育
成
も
行
っ
て
い
る
。

　

人
材
育
成
事
業
で
は
「
リ
バ
ー
セ
ミ
ナ

ー
」
と
い
う
今
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
各
地
で
共
有
し
て
も
ら
う
研
修
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
講
義
と
と
も
に
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
す
る
。
こ
れ
に
関
連
し

て
「
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い

う
地
域
間
・
団
体
間
連
携
も
積
極
的
に
推

　

会
社
創
立
時
か
ら
事
業
に
携
わ
り
、
現

在
は
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
て
い
る
の

が
、
畦あ

ぜ
ち
り
し
ょ
う

地
履
正
さ
ん
だ
。

　

社
長
と
し
て
、
総
務
省
認
定
の
「
地
域

人
材
」
と
し
て
、
年
の
半
分
以
上
は
流
通

開
拓
や
講
演
な
ど
で
全
国
を
飛
び
回
る
。

　

畦
地
さ
ん
は
旧
十
和
村
の
出
身
で
農
協

職
員
を
退
職
し
て
、
設
立
間
も
な
い
四
万

十
ド
ラ
マ
に
就
職
し
た
。農
協
職
員
時
代
、

を
超
え
、
累
計
売
上
は
約
7
億
円
だ
。
そ

の
イ
メ
ー
ジ
は
「
滞
留
型
」。
移
動
の
経

由
地
、
休
憩
所
で
あ
り
な
が
ら
、
滞
在
型

を
強
く
意
識
し
、
観
光
拠
点
と
し
て
魅
力

を
持
っ
た
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
四
万
十
ま
た
旅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼

ば
れ
る
観
光
事
業
で
は
四
万
十
川
流
域
に

点
在
す
る
宿
泊
施
設
、体
験
施
設
、行
政
、

企
業
を
繋
い
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
り
、
旅
の
プ
ラ
ン
と
し
て
昇
華
さ
せ
て

い
く
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
四
万
十
の
日

四
万
十
川
流
域
の
旧
十
和
村
に
住
む
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
梅

う
め
ば
ら
ま
こ
と

原
真
さ
ん
（
現
在
は
香
美
市

在
住
）
に
出
会
う
。

　

梅
原
さ
ん
は
、高
知
県
旧
大
方
町
（
現
・

黒
潮
町
）
の
「
砂
浜
博
物
館
」
や
赤
岡
町

（
現
・
香
南
市
）
に
お
け
る
「
絵
金
（
江

戸
時
代
の
絵
師
・
金
蔵
）
に
よ
る
ま
ち
お

こ
し
」
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
畦
地
さ
ん
は
、
梅
原
さ
ん
や

後
に
知
り
合
う
こ
と
に
な
る
同
じ
く
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
迫さ

こ
た
つ
か
さ

田
司
さ
ん
と
と
も
に
、
現
在

の
四
万
十
ド
ラ
マ
の
基
本
的
な
考
え
方
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
が
「
足
元
の
豊
か
さ
・
生
き
方
を

考
え
る
＝
ロ
ー
カ
ル
、
地
元
の
１
〜
1
．5

次
産
業
の
技
術
や
知
恵
＝
ロ
ー
テ
ク
、
風

景
を
保
全
し
な
が
ら
活
用
す
る
仕
組
み
づ

四
万
十
ド
ラ
マ
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ
る「
新

聞
バ
ッ
グ
」
を
南
三
陸
町
な
ど
の
宮
城
県

被
災
地
に
技
術
移
転
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
産
品
開
発
事
業
に
留
ま

ら
な
い
四
万
十
ド
ラ
マ
は
、
地
域
経
済
の

循
環
、
地
域
外
貨
を
取
り
込
む
た
め
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
四
国
に
お
け
る
6

次
産
業
化
の〝
さ
き
が
け
〞と
も
い
え
る
そ

の
事
業
に
対
し
て
、
平
成
19
年
農
林
水
産

省
の「
立
ち
上
が
る
農
山
漁
村
」の
認
定
、

平
成
19
年
度
高
知
県
「
高
知
県
地
場
産
業

大
賞
」
受
賞
、平
成
20
年
経
済
産
業
省
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
55
選
」
認
定
な
ど
が

あ
り
、「
四
万
十
方
式
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

な
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
企
業
と
な
っ
た
。

　

平
成
22
年
度
の
売
上
は
約
3
．3
億
円
。

ス
タ
ッ
フ
の
総
数
は
22
名
で
、
う
ち
8
名

が
パ
ー
ト
。
ま
た
、
14
名
が
Ｕ
タ
ー
ン
組

を
含
め
た
地
元
出
身
者
と
I
タ
ー
ン
組

で
、
四
万
十
ド
ラ
マ
の
地
域
お
こ
し
事
業

を
学
び
た
い
と
い
う
若
者
も
多
い
。

進
す
る
。
複
数
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び

あ
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
高
度

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

み
出
し
て
い
く
と

い
う
も
の
だ
。

　

現
在
は
、
経
済

産
業
省
が
推
進
す

る
「『
四
万
十
川

方
式
』
地
元
発
着

型
産
業
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
三
重
県
熊
野

市
や
青
森
県
大
間

町
、
石
川
県
能
登

地
区
な
ど
へ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
移
転
事
業

も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
復
興
庁
の

復
興
支
援
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、

四万十ドラマが培ったノウハウを各地で共有するための研修制度で体験プログラムを通じて生産者や住民の生の声を聞く
ワークショップ風景   　      体験風景        生産現場見学風景
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「
ロ
ー
カ
ル
・
ロ
ー
テ
ク
・
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
」



く
り
＝
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
３
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
」
だ
っ
た
（
右
図
参
照
）。

　

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
、
四
万
十

ド
ラ
マ
は
19
年
間
走
り
抜
い
て
き
た
。

「
今
年
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
栗
の
木

1
万
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
四
万
十
川

流
域
の
特
産
で
あ
る
栗
の
木
を
1
万
本
植

え
て
、
高
齢
化
や
獣
害
な
ど
で
生
産
量
の

落
ち
て
い
る
栗
を
復
活
さ
せ

ま
す
」
と
、
畦
地
さ
ん
は
勢

い
込
ん
で
話
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
自
前
で
加

工
場
を
造
り
、
雇
用
を
5
〜

10
人
ほ
ど
確
保
す
る
。
東
京

に
営
業
拠
点
を
持
っ
て
、
全

国
各
地
で
頑
張
る
人
た
ち
と

と
も
に
地
域
振
興
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
持
た

せ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　

精
力
的
に
全
国
を
飛
び
回

る
畦
地
さ
ん
だ
が
、
そ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
聞

い
て
み
た
。

　
「
や
は
り
四
万
十
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
好
き
な
故
郷
で
、
生
産
者
グ
ル

ー
プ
や
加
工
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
産
品
を

開
発
し
て
売
る
。
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
は

な
い
で
す
よ
。
み
な
さ
ん
か
ら
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
、
そ
し
て
返
す
、
こ
の
『
パ
ワ

ー
の
循
環
』
が
楽
し
い
で
す
」

　

前
述
し
た
よ
う
に
四
万
十
ド
ラ
マ
の
考

え
方
は
「
ロ
ー
カ
ル
・
ロ
ー
テ
ク
・
ロ
ー

イ
ン
パ
ク
ト
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
開
発

さ
れ
た
商
品
は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
き
商
品
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
目

的
と
手
法
は
分
か
り
や
す
い
。

が
世
の
中
を
循
環
す
る
こ

と
で
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が

伝
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

伝
え
る
の
は
「
そ
の
土
地

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
情
報
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
そ
の
土
地
に
し
か

な
い
も
の
で
商
品
を
開
発

す
る
。

　

第
二
に
雇
用
の
創
出
で

あ
る
。
地
元
で
産
物
を
加

工
す
れ
ば
地
域
の
産
業
に

な
り
雇
用
が
生
ま
れ
る
。

　

第
三
に
人
材
の
育
成
。

「
商
品
」
に
は
「
考
え
方
」

が
必
要
だ
。
そ
の
「
考
え

方
」
に
地
元
の
人
が
触
れ

る
こ
と
が
意
識
改
革
に
つ

な
が
る
。
単
な
る
荒
山
に

し
か
見
え
な
い
山
が
、
生

産
現
場
に
見
え
た
と
き
生
産
者
の
「
考
え

方
」
が
変
わ
る
。
そ
う
し
て
良
い
商
品
は

「
共
感
」
を
生
み
、「
交
流
」
を
起
こ
す
。

さ
ら
に
外
部
の
人
と
の
交
流
が
新
し
い
考

え
方
を
生
み
出
し
、
人
材
の
育
成
に
つ
な

が
る
。

　

第
四
に
風
景
保
全
だ
。
田
舎
の
商
品
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
風
景
の
中
か
ら
し
か

原
材
料
を
調
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
が
最
大
の
強
み
で
あ
る
。

　
「
風
景
を
保
全
し
な
が
ら
活
用
す
る
」
と

い
う
循
環
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
商
品
の

背
景
と
し
て
大
き
な「
価
値
観
」と
な
る
。

　

そ
の
う
え
で
前
述
の
森
岡
部
長
は
語
る
。

「
そ
の
意
味
で
は
、
商
品
と
は
そ
の
地
域

の
風
土
や
生
き
方
を
伝
え
る
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
商
品
の
持
つ
背
景
や
生

産
者
の
顔
を
明
確
に
し
て
、
ど
こ
で
誰
に

何
を
買
っ
て
も
ら
う
か
、
ど
う
し
た
ら
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る

か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
〝
デ

ザ
イ
ン
〞
と
い
う
視
点
だ
。

　

現
在
、
四
万
十
ド
ラ
マ
に
は
前
述
の
梅

原
真
さ
ん
や
迫
田
司
さ
ん
を
は
じ
め
、
若

手
の
専
属
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
い
る
。
彼
ら

　

四
万
十
ド
ラ
マ
が
発
行
す
る
「
ド
ラ
マ

の
ド
ラ
マ
」
と
い
う
冊
子
に
よ
る
と
、
ま

ず
、
商
品
開
発
に
お
け
る
「
商
品
」
は
、

そ
れ
自
体
が
地
域
の
産
物
、
産
業
、
生
活
、

人
情
、
風
景
を
載
せ
て
飛
び
回
る
「
宣
伝

員
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の「
商
品
」

「しまんと地栗・渋皮煮」

主な開発商品

「四万十川新聞バッグ」 「しまんと焙茶」

「しまんと粉茶」、「しまんとほうじ茶」、
「しまんと紅茶RED」

「四万十のひのき風呂」
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考
え
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
…

代
表
的
な
開
発
商
品　



　

四
万
十
ド
ラ
マ
と
連
携
す
る
代
表
的
な

生
産
・
加
工
グ
ル
ー
プ
が
『
株
式
会
社
お

か
み
さ
ん
市
』
だ
。

　

平
成
13
年
、
旧
十
和
村
の
各
集
落
の
グ

ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
た
生
産
者
た
ち
が
、

行
政
や
J
A
、
四
万
十
ド
ラ
マ
な
ど
の
協

力
を
得
て
「
ふ
る
さ
と
産
品
協
議
会
」
を

結
成
し
て
村
域
で
連
携
を
行
っ
た
。

　

平
成
15
年
よ
り
「
お
か
み
さ
ん
市
」
に

名
称
変
更
し
て
、
平
成
16
年
に
3
月
に
I

S
O
1
4
0
0
1
を
取
得
す
る
。
平
成
17

年
、
産
直
農
産
物
販
売
、
加
工
品
開
発
、

イ
ベ
ン
ト
実
演
販
売
や
、
高
知
市
内
の
ス

ー
パ
ー
で
販
売
す
る「
お
か
み
さ
ん
市
」、

都
市
住
民
を
招
い
て
行
う
「
お
も
て
な
し

ツ
ア
ー
」
な
ど
の
事
業
で
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
。

　

平
成
23
年
、
株
式
会
社
化
。
株
式
会
社

移
行
で
新
規
に
会
員
に
な
る
場
合
は
、
株

を
取
得
し
て
（
1
株
5
，0
0
0
円
）
参
加

す
る
。
平
均
年
齢
は
65
歳
の
元
気
な
主
婦

グ
ル
ー
プ
だ
。

　

毎
週
水
曜
日
、
道
の
駅
「
四
万
十
と
お

わ
」
に
併
設
す
る
「
と
お
わ
食
堂
」
の
定

休
日
に
開
催
す
る
「
お
も
て
な
し
バ
イ
キ

ン
グ
」
は
、
毎
回
平
均
で
1
0
0
名
程
度

の
入
客
が
あ
り
、取
材
で
訪
れ
た
と
き
も
、

ほ
ぼ
満
席
の
状
態
で
あ
っ
た
。
月
に
4
グ

ル
ー
プ
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
運
営
す
る
。

　

I
タ
ー
ン
で
事
務
局
長
を
務
め
る
大お

お
つ
き槻

拓た
く
ろ
う郎

さ
ん
は
言
う
。「
高
知
県
の
西
部
は

の
ん
び
り
し
て
お
り
、
穏
や
か
な
人
が
多

い
地
域
で
す
が
、
ハ
チ
キ
ン
と
呼
ば
れ
る

土
佐
の
女
性
の
芯
が
強
く
て
働
き
者
と
い

う
印
象
は
確
か
に
あ
り
ま
す
」

　
「
お
か
み
さ
ん
市
」
の
加
工
部
長
で
あ
る

池い
け

田だ

照て
る

子こ

さ
ん
は
、
そ
う
し
た
女
性
た
ち

の
ひ
と
り
。『
清
流
栗
庵
』
と
い
う
加
工

グ
ル
ー
プ
の
代
表
で
も
あ
る
。
平
成
7
年

に
旧
十
和
村
の
時
代
に
結
成
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
7
名
で
、
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
の
ひ
と
つ
と
し
て
井
崎
地
区
の
主
に

は
全
員
こ
の
高
知
県
に
住
む
。
地
域
に
根

ざ
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
自
ら
地
域
を
調
査

し
て
、
商
品
の
背
景
や
本
質
を
把
握
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
考
え
方
を
伝
え

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
イ
ッ
チ
＝

見
る
人
に
〝
お
や
っ
〞
と
思
わ
せ
る
よ
う

な
回
路
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　

代
表
的
な
開
発
商
品
を
紹
介
し
よ
う
。

■
『
四
万
十
の
ひ
の
き
風
呂
』

　

製
材
所
で
出
る
桧
の
端
材
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
た
商
品
。
桧
油
を
染
み
込
ま
せ
た
入

浴
芳
香
剤
。
風
呂
場
に
置
く
だ
け
で
「
ひ

の
き
風
呂
」に
入
っ
た
感
覚
が
味
わ
え
る
。

捨
て
て
い
た
桧
の
端
材
が
商
品
に
な
っ
た

も
の
。

■
『
十
和
錦
・
か
お
り
米
』

　

約
50
年
前
に
旧
十
和
村
で
発
見
さ
れ
た

『
十
和
錦
・
か
お
り
米
』80
グ
ラ
ム
を
小
袋

に
入
れ
た
商
品
で
、
い
つ
も
の
お
米
に
混

ぜ
て
炊
く
と
新
米
の
よ
う
な
香
り
が
立
つ
。

■
『
し
ま
ん
と
緑
茶
』『
し
ま
ん
と
紅
茶
』

『
し
ま
ん
と
焙
茶
』

　

茶
の
産
地
で
あ
る
旧
十
和
村
で
は
15
年

ほ
ど
前
ま
で
静
岡
茶
に
混
ぜ
ら
れ
て
い
た

が
、
自
分
た
ち
の
茶
を
自
分
た
ち
で
売
り

た
い
と
、『
し
ま
ん
と
緑
茶
』
を
商
品
化

し
た
。

　

そ
の
他
に
旧
十
和
村
の
合
同
会
社
「
広

井
茶
生
産
組
合
」
と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で

安
く
取
引
さ
れ
て
い
た
二
番
茶
の
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
に
、
40
年
以
上
前
に
四

万
十
川
流
域
で
作
ら
れ
て
い
た
紅
茶
を
復

活
さ
せ
た
。
紅
茶
の
茶
葉
だ
け
で
な
く
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
『
し
ま
ん
と
紅
茶
R
E

D
』
に
続
き
、
紅
茶
ゼ
リ
ー
な
ど
の
商
品

も
開
発
し
た
。シ
リ
ー
ズ
商
品
と
し
て『
し

ま
ん
と
焙
茶
』
も
あ
り
、
ど
の
商
品
も
四

万
十
川
流
域
で
育
っ
た
茶
葉
を
1
0
0
％

使
用
し
た
高
級
感
の
あ
る
も
の
だ
。

■
「
四
万
十
栗
」
の
加
工
品

　

栗
の
産
地
と
し
て
名
高
い
四
万
十
町
。

か
つ
て
は
お
茶
と
同
様
に
、
他
県
の
栗
商

品
の
原
料
に
な
っ
て
い
た
が
、
地
元
の
雇

用
創
出
と
栗
園
の
再
生
の
た
め
、
栗
商
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
人
気
商

品
と
し
て
は『
し
ま
ん
と
地
栗
・
渋
皮
煮
』

や
「
栗
羊
羹
」、「
栗
き
ん
と
ん
」
な
ど
。

■
『
四
万
十
川
新
聞
バ
ッ
グ
』

　

新
聞
古
紙
1
0
0
％
を
再
活
用
す
る
た

め
に
古
新
聞
を
折
り
た
た
み
、
糊
で
貼
り

付
け
た
だ
け
の
新
聞
バ
ッ
グ
。
6
年
ほ
ど

前
に
四
万
十
在
住
の
主
婦
が
考
案
し
た
大

ヒ
ッ
ト
商
品
で
、
株
式
会
社
四
万
十
ド
ラ

マ
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
。
完
成
品
だ

け
で
な
く「
作
り
方
レ
シ
ピ
」を
1
，0
0
0

円
で
販
売
す
る
。
日
本
人
の
美
意
識
で
あ

る
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
伝
統
的
な
「
折
り

紙
文
化
」
を
融
合
し
た
も
の
と
し
て
、
今
で

は
全
国
の
み
な
ら
ず
、
海
外
へ
も
輸
出
さ

れ
て
い
る
。
東
北
の
復
興
支
援
事
業
に
も

こ
の
「
新
聞
バ
ッ
グ
」
が
一
役
買
っ
て
い

る
。平
成
19
年
に
製
法
特
許
を
出
願
中
だ
。

　

確
か
に
、
こ
う
し
た
商
品
群
か
ら
は
、

四
万
十
ド
ラ
マ
の
考
え
方
が
明
確
に
伝
わ

っ
て
く
る
。

上：（株）おかみさん市は平均65歳の元気な
主婦グループ。毎週水曜日に「おもてなし
バイキング」を開催している　下：「おもて
なしバイキング」は道の駅「四万十とおわ」
に併設する「とおわ食堂」で開かれる
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四
万
十
ド
ラ
マ
と
連
携
す
る

生
産
・
加
工
グ
ル
ー
プ



住
民
、
行
政
、
議
会
の
3
者
に
よ
る
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る　

②
地
域
自

治
区
の
創
設
と
自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

行
い
、
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組

み
づ
く
り　

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
内
発
的
発
展
に
よ
る
産
業
を
創
出
す

る
と
し
た
。

　

合
併
後
、
す
ぐ
に
行
っ
た
の
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
全
戸
設
置
、
完
全
学
校
給
食

の
実
現
、
高
知
市
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
設
置
な
ど
。

　

現
在
は
、
高
知
県
が
進
め
る
産
業
振
興

計
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
移
住
促
進
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

町
の
企
画
課
の
冨と

み
た
つ
と
む

田
努
主
幹
は
具
体
的

な
施
策
に
つ
い
て
、
専
任
の
臨
時
職
員
を

雇
用
し
て
、移
住
定
住
相
談
窓
口
の
設
置
、

空
き
家
情
報
の
収
集
・
提
供
、
移
住
定
住

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
旧
職
員
住
宅
の

改
修
や
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
四
万
十
」

と
い
う
〝
お
試
し
滞
在
施
設
〞
の
整
備
、

ケ
ー
ブ
ル
T
V
へ
の
加
入
金
の
補
助
な
ど

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
予
感

を
あ
げ
た
。
移
住
者
の
実
績
は
平
成
23
・

24
年
度
と
も
に
7
組
15
人
。
ほ
と
ん
ど
が

定
年
組
だ
。

　
「
若
い
人
た
ち
に
も
来
て
欲
し
い
の
で
す

が
、
仕
事
が
な
い
と
来
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ

の
意
味
で
は
、
四
万
十
ド
ラ
マ
さ
ん
の
よ

う
な
地
域
に
密
着
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
方
々
と
連
携
を
図
り
、
定
住
人
口
の

増
加
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
冨
田
さ
ん
は
語
る
。

　
「
日
本
最
後
の
清
流
・
四
万
十
川
」
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
高
い
。
今
、
四
万

十
川
流
域
地
域
に
は
、
U
タ
ー
ン
、
I
タ

ー
ン
の
若
者
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

　

四
万
十
ド
ラ
マ
に
続
い
て
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
予

感
が
、こ
の
地
域
に
は
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

四
万
十
町
の
人
口
は
平
成
23
年
度
段
階

で
約
1
万
8
，0
0
0
人
。
国
勢
調
査
で
の

高
齢
化
率
は
約
38
．5
％
だ
。
主
な
産
業

は
農
林
水
産
業
で
、
平
成
22
年
度
段
階
で

は
経
営
耕
地
面
積
と
農
家
数
で
高
知
県
第

2
位
と
な
っ
て
い
る
。
主
要
な
農
業
生
産

物
は
生
姜
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど

で
、
十
和
地
域
な
ど
の
中
山
間
部
で
は
、

し
し
と
う
、
し
い
た
け
、
栗
、
裏
作
で
菜

花
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。

　

合
併
後
、「
四
万
十
町
総
合
振
興
計
画
」

を
策
定
。
そ
の
中
で
、
基
本
構
想
と
し
て

①
新
た
な
公
共
の
も
の
さ
し
（
新
基
軸
）

に
よ
る
公
共
政
策
の
再
構
築
す
る
た
め
に
、

栗
農
家
の
主
婦
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
地
区
で
は
、
茶
と
栗
が
主
要
な
産

物
で
、
栗
は
50
年
の
歴
史
を
持
つ
。「
栗

羊
羹
」、「
大
豆
羊
羹
」、「
お
茶
羊
羹
」
を

年
間
約
1
万
本
、「
栗
き
ん
と
ん
」
を
約

2
万
パ
ッ
ク
生
産
し
て
お
り
、
販
売
は
四

万
十
ド
ラ
マ
に
委
託
し
て
い
る
。

　

加
工
場
は
自
分
た
ち
で
造
っ
た
。
立
ち

上
げ
る
と
き
、
村
の
補
助
金
と
農
協
か
ら

の
借
金
で
賄
っ
た
が
5
年
で
返
済
し
て
い

る
。
7
人
で
や
り
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
が

誇
り
だ
。
農
繁
期
の
一
番
忙
し
い
と
き
に

商
品
作
り
を
行
う
の
で
大
変
だ
が
、
こ
の

17
年
、
本
当
に
頑
張
っ
て
き
た
と
い
う
。

た
だ
、
材
料
で
あ
る
栗
の
生
産
が
、
イ
ノ

シ
シ
や
鹿
に
よ
る
獣
害
や
生
産
農
家
の
高

齢
化
に
よ
っ
て
、
こ
こ
2
年
ほ
ど
停
滞
し

て
い
る
。

　

四
万
十
ド
ラ
マ
と
は
「
持
ち
つ
持
た
れ

つ
の
関
係
」で
、連
携
・
交
流
に
よ
っ
て
様

々
な
「
ヒ
ン
ト
」
を
も
ら
っ
て
い
る
。
現

在
は
平
均
60
歳
以
上
と
な
っ
た
が
、
ま
だ

ま
だ
頑
張
る
と
池
田
さ
ん
は
胸
を
張
っ
た
。

四万十町  企画課
主幹  冨田 努さん

小野集落。十和地区にあるこの集落は国道381号
からその全景を見ることができる

「クラインガルテン四万十」。平成22年に高知県で初めてとなる滞在型
市民農園。「滞在型農園」は22区画で宿泊施設が併設されている。「日帰
り型農園」は1区画50平方メートルで全16区画　

「清流栗庵」は十和地区の加工グル
ープ。中央が代表の池田照子さん
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　全国各地で「特産品」開発が行わ
れているが、推進主体が陥りやすい
諸問題について簡単に整理しておき
たい。
　まず、よく指摘されるのは、「消費
者ニーズ」を把握していない自己満足
的な商品開発が多いということだ。
　推進主体側は「この加工産品は絶
対美味しく、安心・安全で、しかもヘ
ルシーだから売れる。売りたい！」
というものや「規格外産品を有効活
用して特産品として売りたい！」と
いう思いで産品の開発をする場合が
多い。ただ、その際、重要なのは「消
費者の視点に立つ」ということだ。
　成功している開発商品の多くは「自
らが売りたい商品ではなく、消費者
が買いたいという商品づくりである」
というのは多くのバイヤーや専門家
が指摘することだ。
　美味しくて、安全・安心が保障さ
れ、ヘルシーであると生産者がいく
ら思っても、消費者の食指が動かな
ければ意味がない。
　これは、当たり前のようなことだ
が、産品開発の基本中の基本と言っ
てよい。マーケティングでよく言わ
れる「プロダクトアウト」ではなく
「マーケットインの発想で特産品開
発を行う」ということがこれを意味
している。

　次に指摘されるのは「産品開発の
自己目的化」である。よくあるのが
「開発施策の補助金が出るので、商
品開発をしたい」というものだが、
何のための特産品開発なのかを再確
認しなければならない。
　特産品開発は地域の課題を解決す

るためのコミュニティビジネスとし
て取り組む場合が多い。しかし、そ
のほとんどは小規模のビジネススキ
ーム。それが一定の成功をもたらし
たとしても、地域全体の所得向上に
必ずしもつながらない場合もある。
　その意味で、「６次産業化」や「農
商工連携」という言葉が最近叫ばれ
ているが、地域の特産品開発は、地
域外から「外貨」を獲得して、資金循
環、経済循環を促進し、１次産業を
含む連携体全体の所得向上に繋げて
いく、というのが主要な目的である。
今回の特集で紹介した株式会社四万
十ドラマの事業はその好事例である。
　そのためには「おみやげとして開
発したい」のか「業務用の食材とし
て出したい」のか、といった明確な
目標を設定することだ。
　その目標に向けて、開発から販売
までの実施スキームや、長期的なロ
ードマップの作成が不可欠である。
　特産品開発は、単年度でできるも
のではなく数年かかることがほとん
どだ。繰り返すようだが、１次産業
から３次産業までの連携を粘り強く
進める工程表づくりが、大事になっ
てくる。その過程で出てくる小さな
成功体験を積み重ねていきながら、
さらなる努力をすることが必要だ。
　「商品は常に改良されて良いもの
になっていく」のである。

　もうひとつの課題は販売戦略の策
定だ。各地で行われている特産品開
発は、前述のとおり小規模なものが
多いため、当然、高コストで小ロッ
トなものになる。
　そのため、安売りスーパーや大手
のチェーンストアには馴染まず、販
路が限定されてしまう。
　「出口戦略」とも言われるこの販
売戦略を立てていくことも重要だ。

商品の特性を見極め、消費者を想定
すること、よく言われる「ターゲッ
ト」を絞る、ということである。
　例えば「東京・青山の高級ショップ
で、若奥様たちに売りたい」、あるい
は「百貨店のギフトコーナーで、故
郷の味を懐かしむ熟年世代に売りた
い」など、「どこで、誰に何を売るか」
という具体的な販売戦略を定めるこ
とが必要となる。
　今の時代、販路は多様化している。
百貨店、高級スーパー、セレクトシ
ョップ、エキナカ、ホームページの
ネット販売や、会員販売など販路が
多様化しているが故に、具体的なタ
ーゲットを定め、その特性に応じた
最適な流通・販売戦略が必要となる。
　消費者が買いたいのは、味の良さ
や安心・安全なものであることは当
然であり、そのうえで、生産者の「顔」
や産品開発に対する「こだわり」な
ど競合産品との違いを通して、その
地域が見えてくる産品だ。それをよ
く「産品開発のストーリー」と呼ぶ。
　その際のキーワードは、その地域
ならではという「限定感」や「希少性」、
その地域へのこだわりといった「物
語性」。それが消費者の共感を呼び、
購入へとつながることになる。
　商品を紹介するためのホームペー
ジは、その情報を得るうえで「非常に
重要な要素のひとつであり、充実化
が望まれる」と多くの専門家が指摘す
るところだ。商品の具体的な説明、開
発者の思いなどを有効に伝えるため
に、構成やデザインを特に重視する。
　『セブン＆アイ・ホールディング
ス』の鈴木敏文会長がよく言う「良
いものを店に出せば必ず売れる。即
ち良いものとは消費者が欲しいと思
うものだ。商品の質を理解し、納得
させれば消費者は必ず買う」という
言葉は象徴的である。

どこで、誰に、何を売るか

プロダクトアウトに
陥りやすい産品開発

何のために
特産品開発をするのか
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特産品開発を推進するための諸課題
文責：地域振興部


